
根拠を持った考えを表現できる理科指導の工夫
－ノート指導の充実を通して－

実験結果や既習事項を活かして、根拠のある予想や考察を適切に表現することができない現状と課題

○問題解決の過程に沿ったまとめ方（問題・予想・考察・まとめ）
○予想や考察時に定型文の利用
○学習インデックス（学習内容に見出しを付けた付箋）の利用
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ノート指導

実践例 ５年 「流れる水のはたらき」

○単元を貫く学習問題の設定（単元の導入で予想、単元の最後に既習事項を基に考察）

○過程に沿ってまとめ、考察の共通点等を書かせたことは思考を整
理させ、筋道立てて考えさせることに繋がり、既習事項を根拠に
考察を書かせることができた。

○単元を貫く学習問題を設定し、定型文と学習インデックスを用いて
考察したことは、単元を通して思考を深めさせたり、表現しやすく
させたりすることに繋がり、関連する実験結果や既習事項を根拠
に考察を書かせることができた。

○文章表現だけでは考えを表現しにくい児童もいるの
で、図やイラストを用いた表現も取り入れていく必要
がある。

○単元を貫く学習問題は、単元の総括となるよう、よく
吟味する必要がある。

課題成果

問題文と書き出しを同じにした予想・考察・
まとめの定型文を用いることで、予想から
まとめまで筋道立てて考えられる

○他者の考えや共通点のメモ

学習インデックスで既習事項を振り返
りながら根拠として、定型文に当ては
め考察を書く。さらに、考察の交流後、
共通点を基に考察し直すことで、より
客観的な考察に修正できる

児童の言葉を基に全体でまとめることで、
より科学的で実感を伴った考察となる

他者の考えや自分との共通点をメモす
ることで、考察の見直しに繋がる

問題・予想 考察・まとめ メモ

学習インデックス

身近でかつ単元学習の総括となる内容
で単元を貫く学習問題を設定することで、
単元を通して学習内容の繋がりを意識し
ながら思考を深められる

学習インデックスを用いて、予想や考察時に関連する実験結果
や既習事項を振り返ることで、実験結果や既習事項を根拠として
考察できる


